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Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
活
動
レ
ポ
ー
ト

世
界
を
駆
け
め
ぐ
る
国
際
医
療
プ
ロ
集
団

　
わ
が
国
の
国
際
貢
献
が
「
金
は
出
す
が
、
人
は
出
さ
な
い
」
と
批
判
さ
れ
る

な
か
、
一
九
七
九
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
流
出
を
き
っ
か
け
に
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

（
民
間
の
海
外
援
助
団
体
）
が
生
ま
れ
、
地
道
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
な
か
で

も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
）
は
緊
急
医
療
救
援
を
行
う
団
体
と
し
て
国
際
社
会
で

評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
迅
速
な
行
動
力
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
活
動
で

も
大
い
に
発
揮
さ
れ
、
そ
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
そ
も
そ
も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
・

は
ど
う
い
う
組
織
な
の
だ
ろ
う
か
。
設
立
に
至
っ
た
経
緯
と
活
動
内
容
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。

災緊急救援（1995年｜月）淡路大震阪神

Ａ
Ｍ
Ｏ
Ａ
（
ア
ム
ダ
）
と
は

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
、
い
ち
早
く
現

場
へ
駆
け
つ
け
医
療
活
動
を
行
っ
た
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
あ
る
。
そ
の
模
様
は
新

聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
報
道
さ
れ
、
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
呼
び
寄
せ
る
き
っ
か
け

と
も
な
っ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
設
立
は
、
一
九
八
四
年
に

さ
か
の
ぼ
る
。
以
来
、
国
際
医
療
協
力
を

行
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ

カ
な
ど
で
自
然
災
害
や
戦
争
で
難
民
と
な

っ
た
人
び
と
へ
の
緊
急
救
援
（
医
療
）
活

動
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
地

域
保
健
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国

内
で
は
在
日
外
国
人
の
た
め
の
医
療
相
談

や
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
は
、
九
月

一
日
の
防
災
の
日
に
前
後
し
て
毎
年
、
防

災
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

　
岡
山
に
本
部
を
置
き
、
現
在
、
国
内
に

医
師
や
看
護
婦
、
一
般
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
約
千
五
百
名
、
海
外
に
約
三
百
乞
‥

の
会
員
が
い
る
。
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・

南
ア
メ
リ
カ
に
支
部
二
十
一
、
地
域
事
侍

所
が
三
か
所
あ
り
、
緊
急
時
の
迅
速
な
情

報
収
集
と
救
援
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

「
何
も
で
き
な
か
っ
た
」

こ
れ
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
原
点

　
緊
急
医
療
救
援
活
動
で
の
成
果
が
認
め

ら
れ
、
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
活
動
す
る
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
で
あ
る
が
、
そ
の
設
立
の
原
点
は
、

七
十
九
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ

で
の
苦
い
経
験
に
あ
っ
た
。

　
当
時
、
内
戦
で
タ
イ
に
流
出
し
た
大
量

の
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
の
悲
惨
な
状
況
を
見

｜

ヨ

１

－ 一 一

て
、
多
く
の
日
本
人
が
駆
け
つ
け
た
が
、

こ
の
な
か
に
は
二
年
後
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
設

立
す
る
こ
と
に
な
る
岡
山
大
学
医
学
部
出

身
の
医
師
、
菅
波
茂
氏
も
い
た
。
西
日
本

ア
ジ
ア
医
学
生
連
絡
協
議
会
の
派
遣
で
、

他
の
二
人
の
医
学
生
と
と
も
に
難
民
キ
ャ

ン
プ
に
赴
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
西
日
本
ア
ジ
ア
医
学
生
達
絡
協
議
会
と

は
、
西
目
勉
‐
に
あ
る
医
科
大
学
の
ア
ジ
ア

に
関
心
の
あ
る
有
志
た
ち
が
つ
く
る
サ
ー

ク
ル
の
達
結
合
で
、
「
同
じ
ア
ジ
ア
の
医
学

生
と
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
に
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
」
と
い
う
各
サ
ー
ク
ル
の
代

表
た
ち
の
総
意
に
よ
り
、
医
療
チ
ー
ム
が

派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
盛
ん
な
欧
米

に
比
べ
て
、
当
時
の
日
本
人
に
は
海
外
救

援
に
つ
い
て
の
知
識
も
経
験
も
な
か
っ
た
。

菅
波
氏
と
医
学
生
二
人
は
難
民
キ
ャ
ン
プ

の
位
置
さ
え
知
ら
ず
、
な
ん
と
か
た
ど
り

つ
い
た
も
の
の
、
彼
ら
を
受
け
入
れ
、
活

動
さ
せ
て
く
れ
る
受
け
皿
は
な
か
っ
た
。

結
局
、
ま
っ
た
く
活
動
で
き
な
い
ま
ま
帰゛

Ｘ
　
。

ｋ ♂

写



国
し
た
の
で
あ
る
。

　
情
報
と
受
け
皿
が
な
け
れ
ば
、
善
意
が

あ
っ
て
も
何
も
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は

菅
波
氏
に
と
っ
て
も
、
西
日
本
ア
ジ
ア
医

学
生
連
絡
協
議
会
に
と
っ
て
も
大
き
な
シ

ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
経
験
を
契
機
に
、
ア
ジ
ア
各
国
の

医
学
生
と
の
交
友
関
係
を
広
げ
、
情
報
収

集
や
受
け
皿
に
な
っ
て
く
れ
る
拠
点
づ
く

り
に
精
を
出
す
こ
と
に
な
る
。
毎
年
、
医

師
や
医
学
生
を
中
心
と
し
た
国
際
会
議
を

間
催
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
設
立
へ
の
足
が
か
り
を
つ
く
っ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

　
特
に
、
九
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、

十
年
以
半
の
つ
き
あ
い
と
な
る
各
国
の
医

師
た
ち
と
の
親
密
な
関
係
を
ベ
ー
ス
に
、

ネ
パ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ソ
マ
リ
ア
、
ジ
ブ

チ
な
ど
で
本
格
的
な
医
療
協
力
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
九
十
三
年
に
は
難

民
や
自
然
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
迅
速
に

対
応
で
き
る
「
ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師
団
」

を
設
立
。
二
国
間
医
療
協
力
活
動
か
ら
、

多
国
間
で
活
動
す
る
「
国
際
医
療
プ
ロ
集

団
」
と
し
て
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
る
。

地
域
性
と
伝
統
医
学
を

尊
重
す
る

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
救
援
活
動

　
国
際
医
療
協
力
と
い
う
と
「
先
進
国
か

ら
発
展
途
上
国
へ
」
と
い
う
構
図
が
当
然

の
も
の
と
し
て
あ
り
、
と
も
す
る
と
現
地

の
地
域
性
や
伝
統
医
学
を
無
視
し
て
現
代

医
学
を
押
し
つ
け
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
地
に
最
新
の
医
療
設
備
や
技

術
を
取
り
入
れ
る
経
済
的
、
あ
る
い
は
人

的
な
余
裕
が
な
け
れ
ば
、
継
続
し
て
治
療

を
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
緊
急
の
医

療
活
動
は
で
き
て
も
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
去
っ
た

後
、
残
っ
た
機
材
や
備
品
は
使
わ
れ
な
い

ま
ま
放
置
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
菅
波
氏
に
よ
れ
ば
、
医
療
は
地
域
性
の

強
い
も
の
で
、
文
化
や
価
値
観
、
経
済
発

達
の
度
合
い
や
行
政
シ
ス
テ
ム
の
整
備
の

程
度
、
人
権
意
識
の
レ
ベ
ル
の
違
い
な
ど

で
、
扱
わ
れ
方
が
大
き
く
異
な
る
と
い
う
。

大
学
卒
業
後
の
ク
ワ
イ
河
医
学
踏
査
隊
に

よ
る
保
健
医
療
活
動
で
「
医
療
の
地
域
性
」

に
気
づ
い
た
菅
波
氏
は
、
以
後
、
伝
統
医

学
を
取
り
入
れ
た
医
療
活
動
を
め
ざ
し
、

九
十
三
年
に
行
わ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
。

「
現
代
医
学
と
伝
統
医
学
を
兼
ね
備
え
た
総

９月現在）

合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
」
を
提
唱

し
て
い
る
。

　
現
地
の
伝
統
医
学
を
活
用
す
る
こ
と
で

経
済
的
な
負
担
を
減
ら
し
、
医
療
を
受
け

・
る
側
の
死
生
観
や
世
界
観
を
否
定
す
る
こ

と
な
く
治
療
に
あ
た
る
。
現
地
の
文
化
を

切
り
捨
て
て
し
ま
っ
て
は
、
地
域
に
根
づ

い
た
医
療
活
動
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
医
療
活

動
の
基
本
的
な
姿
勢
で
あ
っ
た
。

海
外
で
の
主
な
活
動

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
海
外
で
の
主
な
活
動
は
、

緊
急
救
援
活
動
と
巡
回
診
療
や
衛
生
教
育

活
動
な
ど
の
地
域
保
健
活
動
に
分
け
ら
れ

る
が
、
そ
れ
は
九
十
三
年
に
設
立
さ
れ
た

「
ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師
団
」
の
医
師
た
ち
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師
団
」
と
は
、
菅
波

氏
ら
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
培
っ
た
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
多
く
の
協
力
者
を
え
て

「
各
国
に
受
け
皿
と
な
る
医
師
が
い
れ
ば
迅

速
な
医
療
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
こ
と
か
ら
組
織
さ
れ
た
も
の
だ
。

主
力
メ
ン
バ
ー
は
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ネ
パ
ー
ル
な
ど
の
医

師
た
ち
で
あ
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
自
然
災
害
や
難
民
流
出

な
ど
の
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
地

域
保
健
活
動
な
ど
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
活
動
し
て
い
る
「
ア
ジ
ア
多
国
籍

医
師
団
」
の
医
師
た
ち
を
中
核
に
し
て
、

迅
速
な
緊
急
医
療
活
動
を
行
え
る
よ
う
、

常
時
、
海
外
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
支
部
と
の
調
整

を
行
っ
て
い
る
。

　
「
ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師
団
」
の
医
療
活
動
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中国・四川省雪害緊急救援プロジェクト開始

インドネシア・ビアク島大震災緊急支援プロジェクト開始

中国雲南省大震災趙君救援プロジヱクト開始

中国雲南省大震災診療所再建ロジェクト開始

中国雲南省大震災小学校再建プロジェクト開始

中国新彊ウイグル自治区地震緊急救援プロジェクト開始

レバノン被災民緊急救援プロジェクト開始

中国四川省チベット族ヘルスポストブロジェクト開始

モザンビーク地域総合振興（ガザ）プロジェクト開始

地域防災民間繁急医療ネットワークとして第17回七都県市合同防災訓練参加

AMDA南アフリカ共和国プレトリア事務所開設

ルワンダ難民救援プロジェクト開始（キガリ）

ケニア赤痢緊急支援実施（ミコノ会）

インドサイクロン緊急救援プロジェクト開始

ボスニア医師専門技術研究プロジェクト開始

サハ共和国医師専門技術研究プロジヱクト開始

マレーシア国サバ州洪水髪急救援プロジェクト開始

福井県Ξ国町タンカー宣油流出事故救援プロジェクト開始

アフガニスタンABCプロジェクト開始

イラン震災緊急救援プロジェクト開始

中国雲南省歯科医療プロジェクト開始

AMDAクワイ･支部設立

ネパール子ども病院プロジェクト開始

イラン東部地震緊急救援プロジェクト開始

バングラデシュサイクロン緊急救援プロジェクト開始

タイ・クワイ河移動診療プロジェクト開始

中国里江地区衛生学校再建プロジェクト開始

AMDAカンボジアクリニックプロジェクト開始　　　　.

.AMDAペルー支部設立

AMDA国憲ボランティア研修センター開所／フィリピン（マニラ）

地域訪災民間緊急医療ネットワークとしてAMDA・東京都･埼玉

県・茨城県防災訓練

南アフリカ女性自立支援プロジェクト開始

ウガンダABCプロジェクト開始

ケニアA8Cプロジェクト開始

ルワンダABCIプロジェクト開始

インドネシア地震緊急救援プロジェクト開始

JANAN（日本NGO/NPO協議会）設立

AMDA神奈川県支部設立

INNEDペルー緊急事態対応体制プロジェクト開始

ベトナム台風緊急救援プロジェクト開始

インドネシア飢餓救援プロジェクト開始

AMDAカンボジアクリニック開所／カンボジア（プノンペン）

カンボジアプノンペン市内火災緊急救護プロジェクト開始（仙DAカンボジア）

ソマリア南部大洪水緊急救援プロジェクト開始

中国河北省地震緊急救援プロジェクト開始

アフガニスタン震災緊急救援プロジェクト開始

AMDA兵庫県支部設立

AMDAザンビア支部開所式

北朝鮮物資支援実施

ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝｱｽﾞﾛﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ開始（アフガニスタン帰還難民支援）豪病院建設

ボリビア震災緊急救援プロジェクト開始

インドサイクロン援助物資空輸

サハ洪水被災者救援緊急特賞空輸

パプアニューギニア津波緊急救援プロジェクト

地域防災民間緊急医療ネットワークとして全日病と共|ﾆ全日病

北海道支部病院防災訓練に参加　・

地域防災民間緊急医療ネットワークとして東京都・埼玉県・静

岡県防災訓練に参加
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に
は
熱
帯
店
出
僚
、
へ
き
地
診
俗
宍
農
付

言
療
、
げ
子
保
健
、
衛
生
教
育
な
ど
、
芥

川
の
医
療
事
情
が
反
映
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

劣
悪
な
状
況
下
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
は
各

国
医
師
た
ち
の
混
成
チ
ー
ム
だ
か
ら
こ
そ
、

彼
ら
の
異
な
っ
た
経
験
が
役
包
ち
、
威
力

を
発
揮
す
る
場
面
も
多
い
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
は
イ
ス
ラ
ム
教
、

仏
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
宗
教
の
人
た
ち
が
偕
ま
れ
て
い

る
。
例
え
ば
キ
リ
ス
ト
教
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
イ

こ
フ
ム
圈
で
う
活
動
が
摺
限
作
几
る
宍

Λ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
は
そ
れ
が
な
い
。
こ
れ
は
欧

米
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
は
な
い
大
き
な
特
徴
で
あ
る

か
ら
し
桂
な
い
。

【
事
例
１
／
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
】

　
「
斤
意
の
行
動
は
と
こ
で
も
受
け
入
れ
ら

れ
る
」
も
の
で
は
な
く
、
ど
の
匪
界
に
も

ル
ー
ル
が
あ
る
よ
う
に
国
際
協
力
に
も
ル

ー
ル
は
あ
る
。

　
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
歴
史
が
古
く
、
長
い

経
験
で
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
国
連

機
閉
と
の
強
い
信
頼
関
係
も
特
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
比
べ
七
日
本
の
Ｘ
・
Ｇ
Ｏ
は
歴
更
か

浅
く
実
績
が
な
い
た
め
、
池
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

今
岡
連
と
関
係
を
築
け
ず
、
救
復
活
動
を

で
き
な
６
場
合
が
あ
る
。
特
に
難
民
救
援

の
場
合
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
国
連
難
民
高
等

弁
務
官
事
務
所
）
の
許
可
が
な
け
れ
ば
、

難
に
キ
ャ
ン
ブ
内
で
款
復
活
動
か
匹
緋
？
〕

と
は
で
き
な
い
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は

胆
探
り
を
し
な
が
ら
徐
々
に
活
動
の
場
を

兄
い
だ
し
て
い
っ
た
。
こ
こ
に
紹
介
す
る

の
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
初
め
て
緊
急
救
仮
託

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ａ Ｍ Ｄ Ａ 活 動 年 表 ( 抜 粋 )
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1 西 日 本

､

医 学 生 ア ジ ア 連 結 協 議 会 で

、

医 師 ｜ 人 と 医 学 生 ２ 人 を カ

　 　 … … … ボ ジ ア 難 民 医 療 支 援 に 派 遣

月

■-

一心
l乙

８　へMDA（アジア医師連絡協議会）設立

インド連邦カルナタカ州無医村地区巡回診療ブロジェク1ヽ開始

ネバー･ル王国ピスヌ村地域保健医療プロジェクト開始

AMDA国際医漫情報センター(在日外国人医療プロジェクト)活動開始／東京

イラン国内クルド難民支援医療プロジェクト開始

フィリヒし‥ピナツポ火山噴火被災民救援ブロジヱクト開始

AMDAネパ・--ルクリニック開所

エチオピア・チグレ州難民医療支援プロジェクト開始

バングラテ'シュ・ミャンマー難民支援医療プロジェクト開始

ネパール国内ブータン難民支援医療プロジェクト開始

カンボジア本国帰還難民支援医療プロジェクト　デイケアセンター･開始

:iパール･ｶﾄﾏﾝｽﾞ　ﾀﾝｺｯﾄ村眼科医療･母子保健ブロジ1:ｸﾄ開始

インドネシア・フロー-レス島津波被災救援医療プロジェクト

カンボジア精神保健プロジヱクl･開始

ソマリア難民緊急救援医療プロジェクト開始

ネパ・-ル・ジェリアトリックヘルスケアブロジェクト開始

バングラデシュ・サイクロンプロジェクト開始

ジブチ市内産婦人科病院人材育成プロジヱ.クト開始

カンボ.ジア･地域医療ブロジヱクＨブノム･ヌロイ郡デイケアセンター)開始

ネパール･バングラデシュ大洪水被災民緊急救援医療プロジコ=クト開始

タイ国チヱンライ県エイズプロジェクト開始

インド西部大地震披災民緊急救援リハビリテーションプロジェクト開始

AMDA国際医療情報センター関西開設

カンポジフ精神保健プロジェクト一関始

インドネシア　スマトラ島南部地震救援医療プロジェクト開始

モザンビー-ク　ガザ州帰還難民緊急救援医療プロジェクト開始

ネパール･バングラデシュ大洪水被挺民緊急救援医療プロジェクト終了

旧ユーゴスラビア救援プロジェクト開始

AMDA東京オフィス開設

llCAフずリピン･ターラック州家族計画､母子保健ブロジヱクト参加

８

ｊ

79

肛

88

引

３

５

７

円

１２

！

92

98

動
を
行
っ
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
の
経
験

で
あ
る
。

　
九
七
生
夏
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
政
治
的
内

紛
が
原
因
で
、
イ
ス
ラ
ム
系
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ

族
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

に
大
旱
に
流
出
し
た
。
夕
年
一
月
、
医
療

千
Ｉ
ム
良
沢
遺
す
る
こ
め
情
報
収
集
を
は

じ
め
た
が
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
か
ら
難
民
キ
ャ

ン
プ
万
力
活
釣
許
吋
は
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
医
療
救
援
は
必
要
と
考
え
、
日

本
留
学
中
の
バ
ン
グ
ヲ
デ
シ
ュ
入
医
師
を

派
遣
し
て
調
査
を
問
始
、
そ
の
後
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Λ
の
爪
痕
チ
ー
ム
を
派
遣
し
か
。

　
硯
池
で
は
ト
ラ
ブ
ル
を
覚
悟
し
て
い
た

が
、
意
外
ズ
に
ち
簡
単
に
活
動
許
可
が
お
ｏ
へ

バ
ン
ダ
う
デ
シ
ュ
政
府
か
ら
難
民
キ
ャ
ン

プ
の
あ
る
州
の
難
民
対
策
委
員
会
鍛
高
貴

任
者
を
紹
介
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

４

７

９

１２

ｔ

２

）開始

クト開始

）開始

ブ）開始

始

jレワンダ国内病院再建プロジェクト（北部ガマラ

ネパー･ルスりJ－トチルドレン巡回診療プロジヱ

ルワンダ難民救援プロジェクトぐザイール・ゴマ

ルワンダ難民救援プロジェクト（ザイール・プカ

ルワンダ国内病院再建プロジェクト（キガリ）開

ケニア・ナイ［］ピ地壇オフィス開設

ルワンダ難民生活関連支援物資救援プロジェクト開始

タイ・HIV患者カウンセリング開始

阪神大震災緊急救援プロジJ.クト開始

　３

　４

　５

　６

　８

１９

い０

　１２

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
．
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
i
a
g
n
~

9
r
S
r
g
9

Ａ
医
療
チ
ー
ム
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
現
地
事
務

所
責
任
者
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
難
民
対
策

委
員
会
の
三
者
会
合
に
よ
り
止
式
に
難
民

キ
ャ
ン
プ
で
の
医
療
活
動
が
認
め
ら
れ
た

の
で
あ
っ
た
。

　
許
可
か
お
り
だ
理
由
は
、
医
療
チ
ー
ム

の
団
長
が
バ
ン
グ
ラ
デ
ン
ュ
入
の
医
師
づ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
外
囚
人
の
医
療
千
－

ム
に
は
難
色
を
示
す
現
地
の
政
府
も
、
白

岡
の
医
師
の
参
加
が
あ
れ
ば
受
け
入
れ
か

い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
診
療
、
寄
生
爪

駆
除
、
衛
生
教
育
の
保
就
床
療
活
動
を
実

施
し
た
。

［
事
例
２
／
ル
ワ
ン
ダ
］

　
九
十
四
年
五
月
に
開
始
し
た
ル
ワ
ン
ダ

難
民
款
援
活
動
は
、
い
ま
ま
で
の
緊
急
款

援
活
動
と
違
っ
て
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
現
地
支
部

9S

１ロシア・チュ.チェン緊急医療プロジェクト開始

　JICA･ザンビア保健医療ブロジェクトブライマりーヘルスケア参勉

　･rントj地域医療プロジヱクト開始

　NNEDスー-ダン国内避難民救援プロジェクト開始

　ロシア・サハリン大地震緊急救援プロジェクト開始

２

３

４

ｉ
…
…
－
…
…
…
Ｉ
－
八
万
Ｉ
…
…
…
Ｊ

　
　
始
　
　
心
　
　
　
‐
‐

‐

　
　
開
　
　
膳

INNEDタイ・アニマルバンクプロジェクト開始

アンゴラ帰還難民緊急救援ブロジヱクト開始

AMDA沖縄県支部設立

AMDAインターネットステー-ション開局

ミャンマー一地域保健医療プロジェクト開始

朝鮮民主主義人民共和国緊急救援プロジェクト開始

インドネシア、スマトラ島大震災緊急救援ブロジェクト

メキンコ大震災緊急救援プロジェクト開始

フィリピン台風被害緊急救援プロジェクト開始

インドネシア中央スラウェシ島地震救援プロジェクト開始

インドネシアのみ）

神戸1‾地壇防災民間緊急医療ネ･ントワーク」設立

＝
コ

フ

９

■ ■ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ■

１０１

目i

l・

2

1

　.&....

96

防災訓練：阪神･淡路大震災以降、゛地域防災民間緊

全日病や日本医師会、地域団体と共に訓練を行う

29



シンに訓練ダ職業ウガン自立支援活動女性

が
な
く
、
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
と
な
っ
た
。

加
え
て
、
難
民
が
流
入
し
た
ザ
イ
ー
ル
の

兵
士
に
よ
る
略
称
行
為
が
横
行
し
、
難
民

キ
ャ
ご
ノ
プ
を
は
じ
め
、
ル
ワ
ン
ダ
と
国
境

を
接
す
る
街
、
ゴ
マ
で
の
安
全
の
保
証
が

全
く
な
か
っ
た
。
派
遣
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー

に
と
っ
て
は
極
度
の
紫
張
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
受
け
入
れ
態
勢
の
な
い
ゴ
マ
の
難
民
キ

ャ
ン
プ
で
、
ど
の
よ
う
に
活
動
を
開
始
す

る
か
恐
察
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
ゴ
マ
出

身
で
、
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
目
泰
代
長
と

ゾ
っ
人
物
が
協
力
を
申
し
出
て
く
れ
た
。

そ
の
結
果
、
医
療
チ
ー
ム
の
宿
も
‥
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
、
国
際
赤
ト
字
の
協
力

を
え
て
、
診
療
テ
ン
ト
を
キ
ブ
ン
バ
難
民

キ
ャ
ン
プ
の
一
角
に
開
設
し
た
。

　
そ
の
後
、
ル
ワ
ン
ダ
難
民
救
援
医
療
活

動
の
後
方
支
援
の
た
め
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ナ
イ
ロ

ビ
海
外
地
域
事
務
所
を
開
設
し
た
。

国
内
で
の
主
な
活
動

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

　
言
葉
今
日
本
の
保
険
医
療
制
度
が
障
害

に
な
っ
て
、
充
分
な
医
療
が
受
け
ら
れ
な

い
在
口
外
囚
人
に
対
し
て
適
切
な
医
療
情

報
を
悦
代
す
る
た
め
、
几
ト
ー
年
四
月
、

漱
京
に
Λ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ

ー
が
設
辻
さ
れ
た
。
当
初
は
妬
遥
ヅ
ス
ペ

イ
ン
語
ｙ
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
中
順
法
の
適

訳
が
常
駐
し
、
電
話
二
本
、
フ
ァ
ク
レ
ミ

リ
ー
台
で
指
診
を
受
け
つ
け
る
ほ
か
、
医

療
や
福
祉
事
務
の
経
験
者
を
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
置
き
、
医
療
施
設
の
紹
介
な
ど

を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
在
日
外
国
人
の
医
療
問
題
・
に

苫
慮
し
て
い
た
東
京
都
か
ら
外
国
人
医
療

に
関
す
る
委
託
事
業
の
協
力
を
打
診
さ
れ
、

九
ト
ご
一
生
丘
月
よ
り
事
務
所
を
移
転
し
、

委
託
事
業
に
よ
る
電
話
相
談
業
務
を
開
始

し
た
。
死
語
・
中
目
元
Ｔ
タ
イ
法
・
ハ
ン

グ
ル
語
；
へ
ペ
イ
ン
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
法
・

フ
ィ
リ
ピ
ン
語
で
対
応
し
、
救
急
通
訳
サ

ー
ビ
ス
も
問
始
し
た
。
ま
か
≒
九
十
三
年

卜
一
月
に
は
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
出
際
医
療
情
報

セ
ン
タ
ー
関
内
」
も
設
立
か
れ
た
。

　
相
談
件
数
は
年
間
匠
乙
－
件
余
り
で
。
東

京
耶
健
版
権
辻
財
団
か
ら
委
託
さ
れ
で
実

施
し
て
い
る
医
療
相
談
件
数
を
含
め
る
と

年
間
約
礼
子
件
に
の
ぼ
る
。
相
談
者
は
欧

米
を
含
む
合
法
的
に
日
本
に
滞
在
し
て
い

る
外
国
人
か
ら
、
不
法
滞
在
外
国
人
ま
で

と
幅
広
い
。
相
談
内
容
と
し
て
は
、
諮
葉

の
わ
か
る
医
師
の
紹
介
や
医
療
制
度
の
説

明
、
医
療
費
の
問
題
や
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
、

病
気
の
説
明
な
ど
で
あ
る
。

防
災
訓
練
活
動

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
「
地
域
防
災

民
間
緊
急
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
組
織

し
、
全
日
本
病
院
協
会
や
日
本
医
師
会
、

地
域
団
体
と
と
も
に
、
九
月
一
日
の
防
災

の
目
を
中
心
に
防
災
訓
練
を
毎
年
行
っ
て

い
る
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

生
か
さ
れ
た

海
外
医
療
救
援
活
動
の
経
験

　
九
十
五
年
一
月
十
七
日
、
地
震
発
生
が

ニ
ュ
ー
ス
で
報
じ
ら
れ
る
と
「
緊
急
救
援

の
医
療
チ
ー
ム
を
出
し
た
の
か
」
「
医
療
チ

ー
ム
に
参
加
し
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
、

全
国
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
す
ぐ
さ
ま
医
療
チ
ー
ム
の

派
遣
を
決
断
、
ル
ワ
ン
ダ
難
民
救
援
活
動

の
経
験
を
も
つ
医
師
と
看
護
婦
に
参
加
を

打
診
し
、
快
諾
を
え
る
と
、
引
き
続
き
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
病
院
長
会
議
構
想
メ
ン
バ
ー
に
連

絡
を
取
り
、
医
師
、
看
護
婦
の
派
遣
を
要

請
し
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
病
院
長
会
議
構
想
メ

ン
バ
ー
と
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
海
外
の
緊
急

救
援
医
療
活
動
を
実
施
す
る
と
き
に
、
職

員
を
派
遣
す
る
意
思
の
あ
る
病
院
長
の
集

ま
り
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
拵
万
謝

派
遣
医
療
チ
ー
ム
が
組
織
さ
れ
、
医
師
、

薬
剤
師
、
看
護
婦
な
ど
、
計
六
名
が
神
戸

に
向
け
出
発
し
た
。

　
そ
の
日
の
午
後
十
一
時
に
は
長
田
保
健

所
に
到
着
、
現
地
事
務
所
を
設
置
し
活
動

を
開
始
し
た
。
　
　
八

　
翌
十
八
目
か
ら
は
順
次
び
Ａ
会

員
の
医
師
や
看
護
婦
″
神
戸
つ
け
、

地
元
の
医
療
機
関
が
交
も
赤
緊
急

医
復
校
規
を
継
続
し
た
。

　
当
時
、
行
政
の
取
り
組
寺
が
マ

ス
コ
ミ
に
井
難
さ
れ
た
が
づ
よ
っ

て
破
壊
さ
且
た
行
政
シ
ス
地
震
後

　
週
問
は
復
旧
せ
ず
、
効
我
規
活

動
の
実
施
は
む
ず
か
し
い
蛍
白
を

裡
め
る
の
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
太
息
救

抜
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
り
、
ま
た
、
デ
ィ
ア

活
釣
が
威
力
を
発
祥
す
る
与
あ
る
。

　
陽
ド
で
は
、
他
言
究
牛
脂
に
は

Λ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
よ
う
な
帑
急
診
Ｏ
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
大
竹
着
い

て
く
る
と
地
域
開
発
型
の
か
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
芳
救
援

話
釣
合
回
向
し
か
。
っ
ま
仕
Ｏ
の

30
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海
外
で
の
活
動
経
験
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受

け
入
れ
に
威
力
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
日
本
社
会
に
認
知

さ
れ
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を

根
づ
か
せ
る

人
材
育
成
と
地
域
お
こ
し

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
’
で
全
国
か
ら
駆
け

つ
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
た
の

は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
は
じ
め
と
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　
で
あ
っ
た
が
、
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
の
受
け
皿
の
必
要
性
が
あ
ら
た
め
て
認
識

　
さ
れ
た
。
せ
っ
か
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集

　
ま
っ
て
も
中
核
と
な
る
世
話
役
が
い
な
け

　
れ
ば
、
統
一
性
の
な
い
た
だ
の
集
団
に
な

　
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

　
　
神
戸
の
経
験
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に

も
、
ま
た
今
後
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
中
心
と
し
た

国
際
貢
献
を
考
え
る
う
え
で
も
、
人
材
の

育
成
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
二
十
一
世
紀
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
カ
レ
ッ
ジ
講
座
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
タ
デ
ィ
ツ

ふ
／
－
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
学
を
人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
提
言
、
‘
実
施
し
つ
つ

あ
る
。

　
　
さ
ら
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
九
十
七
年
十
月

　
に
は
「
国
際
貢
献
と
地
域
お
こ
し
」
を
趣

　
旨
と
す
る
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
（
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
議
会
）
を
発
足
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
地

　
域
お
こ
し
を
結
び
つ
け
た
提
言
を
行
っ
て

　
い
る
。

　
　
日
本
の
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
大
都
市
圈
に

集
中
し
が
ち
で
あ
る
が
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
活
動

す
る
発
展
途
上
国
は
相
互
扶
助
で
支
え
ら

れ
て
い
る
社
会
で
あ
る
。
わ
が
国
で
も
地

方
に
は
ま
だ
相
互
扶
助
の
精
神
が
残
っ
て

お
り
、
同
じ
社
会
規
範
を
も
つ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

は
う
が
現
地
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
。

そ
こ
で
、
地
方
で
地
域
お
こ
し
に
か
か
わ

っ
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
り
、
自
治
体
と
連
携
し
な
が
ら
国
際
貢

献
の
風
を
地
方
か
ら
吹
か
せ
よ
う
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

　
神
戸
で
芽
吹
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

を
風
化
さ
せ
ず
、
当
た
り
前
の
感
覚
と
し

て
根
づ
か
せ
育
て
る
こ
と
が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
願
い
で
も
あ
る
。

ＡＭＤＡ（アムダ）連絡先

・本部/〒701-1202　岡山市棺津310-1

-TEL086〔284〕7730 FAX086（284）8959

・AMDA国際医療情報センター東京.

　TEL03（5285）8086・8088

　FAX03〔5285〕8087

・AMDA国際医療情報センター関西．

TEL06（636）2333 ・2334

FAX06（636）2340:l,･
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